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公
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
文
学
に
お
け
る
死
と
救
済
―
怪
異
の
視
点
か
ら
」〕

「
火
車
」
を
見
る
者
た
ち

　
　

―
平
安
・
鎌
倉
期
往
生
説
話
の
〈
死
と
救
済
〉

―藤　

井　

由
紀
子

要
旨　

本
稿
は
、平
安
・
鎌
倉
期
の
往
生
説
話
に
お
け
る
「
火
車
」
の
存
在
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、当
時
の
人
々
の
〈
死

と
救
済
〉
の
概
念
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、『
今
昔
物
語
集
』
の
済
源
伝
を
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
載
る
異
伝
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
火
車
」
が
「
罪
」
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、『
今
昔
物
語
集
』
と
『
宝
物
集
』

に
載
る
悪
人
往
生
の
「
火
車
」
説
話
を
比
較
し
、そ
の
罪
が
「
五
逆
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
大
罪
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
宝
物
集
』
や
『
発
心
集
』
に
載
る
「
火
車
」
説
話
は
、『
往
生
要
集
』
を
源
泉
と
し
て
、
臨
終
行
儀
と
深
く
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ

て
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の
「
火
車
」
説
話
は
、
そ
の
事
件
性
に
主
眼
が
あ
り
、
第
三
者
の
視
線
に

さ
ら
さ
れ
る
「
火
車
」
の
姿
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
妖
怪
化
す
る
「
火
車
」
の
怪
異
性
を
、
先
見
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ

た
と
位
置
づ
け
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
火
車
、〈
救
済
〉
と
し
て
の
往
生
、
第
三
者
の
視
線
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は
じ
め
に

　

平
安
文
学
に
お
け
る
〈
死
と
救
済
〉
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
く
だ
り
な
が
ら
、
次
の
『
更
級
日
記
』

の
記
述
を
思
い
起
こ
し
て
お
き
た
い
。

さ
す
が
に
命
は
憂
き
に
も
た
え
ず
、
長
ら
ふ
め
れ
ど
、
後
の
世
も
思
ふ
に
か
な
は
ず
ぞ
あ
ら
む
か
し
と
ぞ
、
う
し
ろ
め
た
き
に
、

頼
む
こ
と
ひ
と
つ
ぞ
あ
り
け
る
。
天
喜
三
年
十
月
十
三
日
の
夜
の
夢
に
、
ゐ
た
る
所
の
家
の
つ
ま
の
庭
に
、
阿
弥
陀
仏
立
ち
た
ま

へ
り
。（
中
略
）
こ
と
人
の
目
に
は
、
見
つ
け
た
て
ま
つ
ら
ず
、
わ
れ
一
人
見
た
て
ま
つ
る
に
、
さ
す
が
に
い
み
じ
く
け
お
そ
ろ

し
け
れ
ば
、
簾
の
も
と
近
く
寄
り
て
も
え
見
た
て
ま
つ
ら
ね
ば
、
仏
、「
さ
は
、
こ
の
た
び
は
か
へ
り
て
、
後
に
迎
へ
に
来
む
」

と
の
た
ま
ふ
声
、
わ
が
耳
ひ
と
つ
に
聞
こ
え
て
、
人
は
え
聞
き
つ
け
ず
と
見
る
に
、
う
ち
お
ど
ろ
き
た
れ
ば
、
十
四
日
な
り
。
こ

の
夢
ば
か
り
ぞ
後
の
頼
み
と
し
け
る
。 

（
三
五
八
頁
）

　

作
者
の
見
た
阿
弥
陀
来
迎
の
夢
は
、「
後
に
迎
へ
に
来
む
」
と
い
う
仏
の
声
に
よ
っ
て
、極
楽
往
生
を
保
証
す
る
も
の
と
な
っ
た
。「
頼

む
こ
と
ひ
と
つ
ぞ
あ
り
け
る
」、「
こ
の
夢
ば
か
り
ぞ
後
の
頼
み
と
し
け
る
」
と
く
り
返
さ
れ
る
「
頼
む
／
頼
み
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、

不
如
意
な
人
生
を
送
っ
た
作
者
が
、
こ
の
夢
に
〈
救
済
〉
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
仏
が
「
迎
へ
に

来
」
る
「
後
」
と
は
、作
者
の
臨
終
の
時
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、平
安
の
人
々
に
と
っ
て
、往
生
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、〈
死
〉

こ
そ
が
〈
救
済
〉
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
〈
死
〉
を
〈
救
済
〉
と
す
る
の
か
が
問
題
な

の
で
あ
っ
て
、
高
僧
の
往
生
伝
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
往
生
に
関
わ
る
説
話
は
、
そ
の
範
例
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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「火車」を見る者たち─平安・鎌倉期往生説話の〈死と救済〉─
　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
往
生
説
話
を
〈
怪
異
〉
と
い
う
視
点
で
辿
り
見
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
説
話
に
描
か
れ
る
「
火
車
」
と
い
う
存

在
が
注
目
さ
れ
る
。「
火
車
」
は
、
近
世
に
な
る
と
、「
葬
式
の
と
き
、
あ
る
い
は
墓
場
で
死
体
を
奪
う
」（

1
）妖
怪
と
化
す
。
ま
さ
に
〈
怪

異
〉
的
な
存
在
へ
と
発
展
す
る（

2
）の
で
あ
る
が
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
往
生
説
話
に
見
ら
れ
る
「
火
車
」
は
、
死
を
目
前
に
し
た
者
の

目
に
映
る
、
地
獄
の
迎
え
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
を
念
仏
の
力
に
よ
っ
て
退
け
、
無
事
に
極
楽
往
生
す
る
と
い
う
の
が
、
諸
説
話
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
「
火
車
」
譚
の
基
本
的
な
型
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
を
主
軸
に
、
鎌
倉
期
の
説
話
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、〈
怪
異
〉
と
結
び
つ
く
「
火
車
」
の
描
か
れ
る

往
生
譚
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
ぜ
、「
火
車
」は
現
れ
る
の
か
。
そ
の
存
在
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、当
時
の
人
々

の
〈
死
と
救
済
〉
の
概
念
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一　
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
火
車
」

　
「
火
車
」
が
本
朝
の
説
話
に
現
れ
る
の
は
、平
安
時
代
も
末
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、次
に
挙
げ
る
『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
五
│
四
「
薬
師
寺
済
源
僧
都
、
往
生
語
」
な
ど
が
、
最
も
古
い
例
と
な
る
。

今
昔
、
薬
師
寺
ニ
済
源
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。（
中
略
）
老
ニ
臨
テ
、
既
ニ
命
終
ラ
ム
ト
為
ル
時
ニ
成
テ
、
念
仏
ヲ
唱
テ
絶
入
ナ
ム

ト
為
ル
ニ
、
起
上
テ
弟
子
ヲ
呼
テ
告
テ
云
ク
、「
汝
等
年
来
見
ツ
ラ
ム
様
ニ
、
此
ノ
寺
ノ
別
当
也
ト
云
ヘ
ド
モ
寺
ノ
物
ヲ
犯
シ
不

仕
ズ
シ
テ
、
他
念
無
ク
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
命
終
レ
バ
必
ズ
極
楽
ノ
迎
ヘ
有
ラ
ム
ト
思
フ
ニ
、
極
楽
ノ
迎
ハ
不
見
エ
ズ
シ
テ
、
本
意

無
ク
火
ノ
車
ヲ
此
ニ
寄
ス
。
我
レ
此
ヲ
見
テ
云
ク
、「
此
ハ
何
ゾ
。
本
意
無
ク
、
此
ク
ハ
不
思
デ
コ
ソ
有
ツ
レ
。
何
事
ノ
罪
ニ
依

テ
地
獄
ノ
迎
ヲ
バ
可
得
キ
ゾ
」
ト
云
ツ
レ
バ
、
此
ノ
車
ニ
付
ケ
ル
鬼
共
ノ
云
ク
、「
先
年
ニ
此
ノ
寺
ノ
米
五
斗
ヲ
借
テ
仕
タ
リ
キ
。

而
ル
ニ
、
未
ダ
其
ヲ
不
返
納
ズ
。
其
ノ
罪
ニ
依
テ
此
ノ
迎
ヲ
得
タ
ル
也
」
ト
云
ツ
レ
バ
、
我
レ
、「
然
許
ノ
罪
ニ
依
テ
地
獄
ニ
可
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堕
キ
様
無
シ
。
其
ノ
物
ヲ
可
返
キ
也
」
ト
云
ツ
レ
バ
、
火
ノ
車
ハ
寄
セ
テ
、
未
ダ
此
ニ
有
リ
。
然
レ
バ
、
速
ニ
米
一
石
ヲ
以
テ
寺

ニ
送
リ
可
奉
シ
」
ト
云
バ
、弟
子
等
此
ヲ
聞
テ
、忽
テ
米
一
石
ヲ
寺
ニ
送
リ
奉
リ
ツ
。
其
ノ
鐘
ノ
音
聞
ユ
ル
程
ニ
、僧
都
ノ
云
ク
、

「
火
ノ
車
ハ
返
リ
去
ヌ
」
ト
。
其
ノ
後
暫
ク
有
テ
、
僧
都
ノ
云
ク
、「
火
ノ
車
返
テ
、
今
ナ
ム
極
楽
ノ
迎
ヘ
得
タ
ル
」
ト
云
テ
、
掌

ヲ
合
セ
テ
額
ニ
充
テ
ヽ
泣

ク
喜
テ
、
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
ゾ
失
ニ
ケ
ル
。（
後
略
） 

（
三
八
一
頁
）

　

薬
師
寺
の
僧
・
済
源
の
往
生
譚
で
あ
る
。
臨
終
の
際
に
見
え
た
「
火
ノ
車
」
は
、
そ
れ
を
引
く
「
鬼
共
」
に
よ
っ
て
、「
此
ノ
寺
ノ

米
五
斗
」
を
借
り
た
ま
ま
返
し
て
い
な
い
「
罪
」
の
た
め
に
現
れ
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
弟
子
た
ち
が
、
急
い
で

寺
に
「
米
一
石
」
を
返
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
火
ノ
車
」
は
消
え
、「
極
楽
ノ
迎
ヘ
」
を
得
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
は
、
極
楽
往
生
譚
を
集
め
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』

や
『
大
日
本
法
華
経
験
記
』
に
取
材
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
済
源
の
往
生
譚
も
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
収
載
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
よ
り
古
い
形
で
あ
る
は
ず
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
済
源
伝
に
は
、「
火
車
」
の
存
在

が
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
、
そ
の
全
文
を
見
て
お
こ
う
。

僧
都
済
源
は
、
心
意
潔
白
に
し
て
世
事
に
染
ま
ず
、
一
生
の
間
念
仏
を
事
と
な
せ
り
。
命
終
る
の
日
、
室
に
香
気
あ
り
、
空
に
音

楽
あ
り
。
常
に
騎
る
と
こ
ろ
の
白
馬
、
躓
き
て
も
て
涕
泣
す
。
米
五
石
を
捨
て
て
薬
師
寺
に
就
け
て
、
諷
誦
を
修
せ
し
め
、
陳
べ

て
曰
く
、
我
昔
、
寺
の
別
当
と
な
り
し
に
、
借
用
せ
し
と
こ
ろ
こ
れ
の
み
。
今
終
に
臨
み
て
も
て
こ
れ
に
報
ゆ
る
な
り
と
い
へ

り
。 

（
二
三
頁
）

　

こ
こ
に
は
、『
今
昔
物
語
集
』
と
同
様
、
借
用
し
て
い
た
「
米
」（「
五
石
」
と
量
は
異
な
る
）
を
寺
に
返
し
た
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
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る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
済
源
が
「
一
生
の
間
念
仏
」
に
専
念
し
、「
心
意
潔
白
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て

示
さ
れ
て
お
り
、「
火
車
」
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
、『
今
昔
物
語
集
』
の
済
源
伝
に
は
「
火

ノ
車
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
今
昔
物
語
集
』
の
当
該
話
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
話
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
も
見
ら
れ
る
（
巻

四
│
三
「
薬
師
寺
別
当
事
」）
こ
と
か
ら
、『
今
昔
物
語
集
』
以
前
に
、「
火
車
」
の
登
場
す
る
済
源
伝
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
が
独
自
に
「
火
ノ
車
」
を
付
け
加
え
た
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
そ
れ
に
し
て
も
、『
日

本
往
生
極
楽
記
』
を
参
看
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
な
状
況
下
に
お
い
て
、
な
ぜ
、「
火
車
」
譚
の
ほ
う
が
採
用
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

意
味
を
考
え
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
、「
火
車
」
と
は
何
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
原
初
的
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
「
火
車
」
と
い
う
語
自
体
は
、
多
く
の
仏
典
に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
「
火
車
輪
」
や
「
火
車
爐
炭
」
な
ど
と
い
っ
た

表
現
で
、
地
獄
の
責
め
具
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
獄
に
お
け
る
「
火
車
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
地
獄
草
紙
』
な
ど
に

も
描
か
れ（

3
）、
平
安
時
代
に
は
広
く
浸
透
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
死
に
ゆ
く
者
を
迎
え
に
来
る
乗
り
物
と
し
て
の
「
火
車
」
の
早
い
例
と
し
て
は
、『
大
智
度
論
』
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

仏
の
足
指
を
傷
つ
け
、
尼
を
殺
し
た
提
婆
達
多
が
生
き
た
ま
ま
地
獄
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
際
に
、「
地
自
然
破
裂
、
火
車
来
迎
」（
巻

十
四
）
と
、「
火
車
」
が
「
来
迎
」
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
注
目
し
て
お
き
た

い
の
は
、『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
例
で
あ
る
。
巻
上
―
九
は
、
殺
生
を
生
業
と
し
て
い
た
「
安
良
」
な
る
者
が
、
落
馬
に
よ
っ
て
命

を
落
と
す
が
、
兄
が
釈
迦
像
を
造
っ
た
際
に
「
銭
三
十
文
」
を
寄
進
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
生
き
返
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
生
き
返
っ

て
か
ら
語
ら
れ
た
絶
命
直
後
の
様
子
が
、「
二
人
馬
頭
牛
頭
。
以
二
火
車
一
来
投
二
入
吾
身
一
。
猛
火
焼
レ
身
。
苦
痛
無
レ
量
」
と
描
写
さ
れ

て
い
る
。「
火
車
」
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
や
い
な
や
、
猛
火
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
責
め
具
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は

保
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
言
え
る
が
、「
馬
頭
牛
頭
」
が
「
火
車
」
を
引
い
て
「
来
」
る
と
い
う
描
写
か
ら
、
地
獄
の
迎
え
と
し
て
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の
「
火
車
」
の
造
型
が
既
に
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る（

4
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
国
の
仏
教
書
・
説
話
集
に
見
ら
れ
る
、
地
獄
の
迎
え
と
し
て
の
「
火
車
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
直
接
的
に
『
今
昔
物
語

集
』
に
影
響
を
与
え
た
と
見
る
こ
と
は
容
易
い
が
、
し
か
し
、
否
応
な
く
生
者
を
地
獄
に
引
き
ず
り
込
む
「
火
車
」
と
、
臨
終
を
迎
え

よ
う
と
す
る
者
の
脳
裏
に
映
る
「
火
車
」
と
の
間
に
は
、
い
ま
だ
隔
た
り
が
あ
る
の
も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　

今
、
こ
の
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め
に
、
本
朝
の
説
話
に
視
点
を
戻
す
と
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
次
の
話
が
注
目
さ
れ
る
。

延
暦
寺
の
僧
明
靖
は
、
俗
姓
藤
原
氏
、
素
よ
り
密
教
を
嗜
み
、
兼
て
弥
陀
を
念
じ
た
り
。
暮
年
に
小
病
あ
り
。
弟
子
の
僧
静
真
を

召
し
て
語
り
て
曰
く
、
地
獄
の
火
遠
く
病
の
眼
に
現
ぜ
り
。
念
仏
の
外
誰
か
敢
へ
て
救
は
む
者
ぞ
。
須
く
自
他
共
に
念
仏
三
昧
を

修
す
べ
し
と
い
へ
り
。
即
ち
僧
侶
を
枕
の
前
に
請
じ
て
、
仏
号
を
唱
へ
し
む
。
ま
た
静
真
に
語
り
て
曰
く
、
眼
前
の
火
漸
く
に
滅

え
、
西
方
の
月
微
し
く
照
す
。
誠
に
こ
れ
弥
陀
引
摂
の
相
な
り
と
い
へ
り
。
命
終
る
の
日
、
強
に
微
力
を
扶
け
、
沐
浴
し
て
西
に

向
ひ
て
気
絶
え
ぬ
。 

（
三
〇
頁
）

　

延
暦
寺
の
僧
・
明
靖
の
往
生
譚
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
火
車
」
は
登
場
し
な
い
。
死
を
前
に
し
た
明
靖
の
目
に
映
る
の
は
「
地
獄
の

火
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
地
獄
の
火
」
が
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
漸
く
に
滅
え
」、「
西
方
の
月
」
と
い
う
極

楽
往
生
の
証
し
を
得
た
上
で
臨
終
を
迎
え
る
と
い
う
筋
立
て
は
、
多
く
の
「
火
車
」
譚
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
、
こ
れ

を
「
火
車
」
説
話
の
嚆
矢
と
す
る
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た（

5
）。
そ
の
こ
と
自
体
に
異
論
は
な
い
の
だ
が
、
た
だ
、
こ
こ
で
『
今
昔
物

語
集
』
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
こ
の
明
靖
伝
も
ま
た
、
巻
十
五
に
収
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
十
「
比
叡
山
僧
明
清
、
往
生
語
」）、
し

か
し
な
が
ら
、
や
は
り
そ
こ
で
も
「
地
獄
の
火
」
は
「
地
獄
ノ
火
」
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
該
当
部
を

引
い
て
お
く
。
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今
昔
、
比
叡
ノ
山
ノ

ニ
明
清
ト
云
フ
僧
有
ケ
リ
。（
中
略
）
如
此
ク
勤
メ
行
フ
間
、
年
漸
ク
積
テ
、
明
清
老
ニ
臨
テ
、
身
ニ

聊
ノ
病
ヲ
受
タ
リ
。
其
ノ
時
ニ
、
明
清
、
弟
子
静
真
ト
云
フ
僧
ヲ
呼
ビ
寄
セ
テ
、
告
テ
云
ク
、「
地
獄
ノ
火
、
遠
ク
ヨ
リ
現
ゼ
リ
。

我
レ
年
来
見
ツ
ラ
ム
様
ニ
、
偏
ニ
念
仏
唱
ヘ
テ
極
楽
ニ
生
レ
ム
事
ヲ
願
ヒ
ツ
ル
ニ
、
本
意
無
ク
今
地
獄
ノ
火
ヲ
見
ル
。
然
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
、
尚
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
弥
陀
如
来
ノ
助
ヲ
蒙
ラ
ム
ヨ
リ
外
ハ
、
誰
カ
此
レ
ヲ
救
ハ
ム
。
然
レ
ド
モ
、
我
レ
モ
人
モ
共
ニ
心
ヲ

至
シ
テ
念
仏
三
昧
ヲ
可
修
キ
也
」
ト
云
テ
、
忽
ニ
僧
共
ヲ
請
ジ
テ
、
明
清
ガ
枕
上
ニ
シ
テ
念
仏
ヲ
令
唱
ム
。
其
ノ
後
暫
ク
有
テ
、

亦
明
清
静
真
ヲ
呼
ビ
寄
セ
テ
、告
テ
云
ク
、「
我
レ
前
ニ
告
ツ
ル
地
獄
ノ
火
、眼
ノ
前
ニ
現
ゼ
リ
ツ
ル
ニ
、今
其
ノ
火
既
ニ
滅
シ
テ
、

即
チ
西
方
ヨ
リ
月
ノ
光
ノ
様
ナ
ル
光
リ
、
来
リ
照
ス
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
実
ニ
念
仏
三
昧
ヲ
修
セ
ル
ニ
依
テ
、
弥
陀
如
来
ノ
我
レ

ヲ
助
ケ
テ
迎
ヘ
可
給
キ
相
也
ケ
リ
」
ト
云
テ
、
泣

ク
弥
ヨ
念
仏
ヲ
唱
フ
。（
後
略
） 

 

（
三
九
〇
頁
）

　

一
読
し
て
わ
か
る
通
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
明
清
伝
は
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
明
靖
伝
に
ほ
ぼ
忠
実
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

「
地
獄
の
火
」
も
、
決
し
て
「
火
車
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
明
靖
伝
に
見
る
「
地
獄
の
火
」
が
、「
火
車
」
の

始
原
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
し
て
も
、
も
し
、「
火
車
」
説
話
の
展
開
を
単
純
な
「
成
長
過
程
」（

6
）に
置
い
て
見
る
こ

と
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
既
に
地
獄
の
迎
え
と
し
て
の
「
火
車
」
を
描
き
う
る
こ
と
の
で
き
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、

「
地
獄
の
火
」
は
、
む
し
ろ
「
火
ノ
車
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
当
然
だ
っ
た
と
言
え
は
し
な
い
か
。
事
実
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は

な
か
っ
た
「
本
意
無
ク
今
地
獄
ノ
火
ヲ
見
ル
」
と
い
う
一
文
は
、
先
に
見
た
済
源
伝
に
お
け
る
「
本
意
無
ク
火
ノ
車
ヲ
此
ニ
寄
ス
」
と

い
う
表
現
と
酷
似
し
て
お
り
、
念
仏
に
よ
る
極
楽
往
生
と
い
う
「
本
意
」
と
対
極
の
位
置
に
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
地
獄
ノ
火
」

と
「
火
ノ
車
」
が
同
様
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
は
、
あ
え

て
「
地
獄
の
火
」
を
「
地
獄
ノ
火
」
の
ま
ま
と
し
、「
火
ノ
車
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
に

は
決
し
て
入
れ
替
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
性
質
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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そ
の
よ
う
な
視
点
で
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
済
源
伝
と
明
清
伝
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、
そ
こ
に
、
大
き
な
主
題
の
差
異
が

浮
か
び
上
が
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
明
清
伝
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

此
レ
ヲ
思
ニ
、
往
生
ハ
只
念
仏
ニ
可
依
キ
事
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

（
三
九
一
頁
）

　

明
清
伝
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
念
仏
の
功
徳
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
、
な
ぜ
明
清
が
「
地
獄
ノ
火
」
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
先
に
見
た
通
り
、
済
源
に
は
「
米
五
斗
」
を
返
済
し
て
い
な
い
「
罪
」

が
あ
っ
た
。
済
源
伝
の
結
び
も
見
て
お
こ
う
。

此
ヲ
思
ニ
、然
許
ノ
程
ノ
罪
ニ
依
テ
火
ノ
車
迎
ニ
来
ル
。
何
ニ
況
ヤ
恣
ニ
寺
物
ヲ
犯
シ
仕
タ
ラ
ム
寺
ノ
別
当
ノ
罪
、思
ヒ
可
遣
シ
。

 

（
三
八
二
頁
）

　

こ
こ
に
は
、
明
清
伝
と
は
逆
に
、
ま
っ
た
く
念
仏
の
功
徳
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。「
火
ノ
車
」
が
「
罪
」
に
よ
っ
て
立
ち
現
れ
た

こ
と
が
、
重
ね
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
火
車
」
と
は
、
理
由
な
く
立
ち
現
れ
る
も
の
な
の
で
は
な
く
、
往

生
の
妨
げ
と
な
る
「
罪
」
が
あ
っ
て
初
め
て
動
き
出
す
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
、「
極
楽
ニ
生
レ
ム
事
」
を
願
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
今
地
獄
ノ
火
ヲ
見
」
て
し
ま
っ
た
明
清
は
、
自
身
が
既
に
地
獄

の
入
り
口
に
あ
る
状
態
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
の
に
対
し
、「
極
楽
ノ
迎
ヘ
有
ラ
ム
」
と
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
火
ノ
車
」

が
「
此
ニ
0

0

寄
」
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
済
源
は
、
ま
だ
こ
の
世
に
留
ま
る
存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
火
ノ
車
」
は
、
あ
の
世

か
ら
こ
の
世
へ
と
は
み
出
し
て
く
る
存
在
な
の
で
あ
り
、
そ
の
駆
動
源
に
は
、
迎
え
ら
れ
る
も
の
の
「
罪
」
が
あ
っ
た
。「
火
車
」
と
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は
そ
の
「
罪
」
を
、
明
確
な
形
で
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。

二　
「
火
車
」
と
「
罪
」

　

前
節
で
、「
火
車
」
と
は
、
死
に
ゆ
く
者
の
「
罪
」
の
象
徴
で
あ
る
と
定
位
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る

も
う
一
つ
の
「
火
車
」
説
話
に
、
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。

今
昔
、

国
ニ
一
人
ノ
人
有
ケ
リ
。
罪
ヲ
造
ル
ヲ
以
テ
役
ト
セ
リ
。
殺
生
・
放
逸
惣
テ
無
限
シ
。
如
此
ク
シ
テ

年
来
ヲ

経
ル
間
、
人
有
テ
教
テ
云
ク
、「
罪
ヲ
造
レ
ル
人
ハ
必
ズ
地
獄
ニ
堕
ル
也
」
ト
。
此
ノ
人
此
ノ
事
ヲ
聞
ク
ト
云
ヘ
ド
モ
、
敢
テ
不

信
ズ
シ
テ
云
ク
、「「
罪
ヲ
造
ル
人
地
獄
ニ
堕
ツ
」と
云
ハ
極
タ
ル
虚
言
也
。
更
ニ
然
ル
事
不
有
ジ
。
何
ニ
依
テ
カ
然
ル
事
有
ラ
ム
」

ト
云
テ
、
弥
ヨ
殺
生
ヲ
シ
、
放
逸
ヲ
宗
ト
ス
。
而
ル
間
、
此
ノ
人
身
ニ
重
キ
病
ヲ
受
テ
、
日
来
ヲ
経
テ
既
ニ
死
ナ
ム
ト
ス
。
其
ノ

時
ニ
、
此
ノ
人
ノ
目
ニ
火
ノ
車
見
エ
ケ
リ
。
此
レ
ヲ
見
テ
ヨ
リ
後
、
病
人
恐
ヂ
怖
ル
ヽ
事
無
限
ク
シ
テ
、
一
人
ノ
智
リ
有
ル
僧
ヲ

呼
テ
、
問
テ
云
ク
、「
我
レ
年
来
罪
ヲ
造
ル
ヲ
以
テ
役
ト
シ
テ
過
ツ
ル
ニ
、
人
有
テ
、「
罪
造
ル
者
ハ
地
獄
ニ
堕
ツ
」
ト
云
テ
制
セ

シ
ヲ
、
此
レ
虚
言
也
ト
ノ
ミ
思
テ
、
罪
造
ル
事
ヲ
不
止
ズ
シ
テ
、
今
死
ナ
ム
ト
為
ル
時
ニ
臨
テ
、
目
ノ
前
ニ
火
ノ
車
来
テ
我
レ
ヲ

迎
ヘ
ム
ト
ス
。
然
レ
バ
、
罪
造
ル
者
地
獄
ニ
堕
ツ
ト
云
フ
事
ハ
実
ニ
コ
ソ
」。
年
来
不
信
ザ
リ
ケ
ル
事
ヲ
悔
ヒ
悲
ビ
テ
、
泣
ク
事

無
限
シ
。
僧
枕
上
ニ
居
テ
、
此
レ
ヲ
聞
テ
云
ク
、「
汝
ヂ
、
罪
ヲ
造
テ
地
獄
ニ
堕
ツ
ト
云
フ
事
ヲ
年
来
不
信
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
今

火
ノ
車
ノ
来
ル
ヲ
見
テ
信
ジ
ツ
ヤ
」
ト
。
病
人
ノ
云
ク
、「
火
ノ
車
目
ノ
前
ニ
現
ジ
タ
レ
バ
、深
ク
信
ジ
ツ
」
ト
。
僧
ノ
云
ク
、「
然

レ
バ
、
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
レ
バ
必
ズ
極
楽
ニ
往
生
ス
ト
云
フ
事
ヲ
信
ゼ
ヨ
。
此
レ
モ
仏
ノ
説
キ
教
ヘ
給
ヘ
ル
所
也
」
ト
。
病
人

此
レ
ヲ
聞
テ
、
掌
ヲ
合
テ
額
ニ
充
テ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
ト

ニ
千
度
唱
フ
ル
ニ
、
僧
病
人
ニ
問
テ
云
ク
、「
火
ノ
車
ハ
尚
見
ユ

ヤ
否
ヤ
」
ト
。
病
人
答
テ
云
ク
、「
火
ノ
車
ハ
忽
ニ
失
ヌ
。
金
色
シ
タ
ル
大
キ
ナ
ル
蓮
花
一
葉
ナ
ム
、
目
ノ
前
ニ
見
ユ
ル
」
ト
云
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フ
マ
ヽ
ニ
失
ニ
ケ
リ
。（
後
略
） 

（
四
五
四
頁
）

　

巻
十
五
│
四
十
七
「
造
悪
業
人
、最
後
唱
念
仏
往
生
語
」
で
あ
る
。
そ
の
題
に
明
ら
か
な
通
り
、こ
こ
で
「
火
ノ
車
」
を
見
る
の
は
、

「
罪
ヲ
造
ル
ヲ
以
テ
役
ト
セ
リ
」と
い
う
極
悪
人
で
あ
る
。「
罪
造
ル
者
ハ
地
獄
ニ
堕
ツ
」と
い
う
忠
告
を
無
視
し
て
き
た
こ
の
悪
人
が
、

そ
れ
が
本
当
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
信
じ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、病
に
伏
し
て
「
火
ノ
車
目
ノ
前
ニ
現
ジ
タ
レ
バ
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、

「
火
車
」
と
「
罪
」
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
「
火
車
」
の
象

徴
性
が
、
は
た
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
以
外
の
「
火
車
」
説
話
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
考
察
の
範
囲
を
広
げ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

右
に
挙
げ
た
説
話
は
出
典
未
詳
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
内
容
の
話
が
『
宝
物
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
人
、
一
生
涯
の
間
、
仏
法
を
信
ぜ
ず
し
て
、
こ
の
み
て
罪
を
つ
く
り
、
病
悩
を
う
け
て
後
、
は
じ
め
て
善
知
識
を
請
じ
て
、

臨
命
の
時
、
善
知
識
の
聖
人
に
云
、「
我
、
一
生
涯
の
間
、
仏
法
を
信
ぜ
ず
し
て
、
一
善
な
き
故
に
、
い
ま
地
獄
の
む
か
へ
を
得
て
、

火
車
す
で
に
眼
の
前
に
現
ぜ
り
」
と
か
な
し
む
。
善
知
識
教
へ
て
い
は
く
、「
罪
を
つ
く
れ
ば
地
獄
の
つ
か
ひ
を
得
、〔
仏
ヲ
念
ズ

レ
バ
聖
衆
ノ
来
迎
ニ
預
ル
者
ナ
リ
。〕
南
無
阿
弥
陀
仏
と
十
度
申
せ
」
と
を
し
ゆ
。
罪
人
、
善
知
識
の
教
に
ま
か
せ
て
、
南
無
阿

弥
陀
仏
と
こ
ゑ
を
あ
げ
て
と
な
ふ
な
ら
ば
、
善
知
識
い
ま
だ
十
ぺ
ん
に
み
た
ざ
る
に
、
問
ひ
て
云
、「
た
ゞ
今
、
何
の
相
を
見
る
」、

罪
人
こ
た
へ
て
云
、「
火
車
轅
を
返
し
て
、
蓮
花
台
来
り
て
む
か
へ
ん
〔
と
す
〕」
と
ぞ
申
け
る
。「
火
車
自
然
去
、
蓮
台
即
来
迎
」

と
と
く
は
是
也
。
こ
ま
か
に
は
法
鼓
経
に
ぞ
申
た
る
。 

（
巻
七
・
三
一
三
頁
）

　

一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、『
宝
物
集
』
の
内
容
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
比
べ
て
簡
潔
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
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「
罪
ヲ
造
テ
地
獄
ニ
堕
ツ
ト
云
フ
事
」
を
信
じ
る
と
い
う
悪
人
に
対
し
て
、
そ
れ
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、「
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
レ
バ

必
ズ
極
楽
ニ
往
生
ス
ト
云
フ
事
」
も
信
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
僧
の
返
答
が
、
い
わ
ば
話
の
〈
肝
〉
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
宝
物
集
』
に
は
そ
の
よ
う
な
込
み
入
っ
た
や
り
と
り
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
僧
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
十
度
申
せ
」
と
教
え
る
の
み

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
蓮
花
台
」
の
迎
え
を
得
た
こ
と
の
真
実
性
を
、「「
火
車
自
然
去
、
蓮
台
即
来
迎
」
と
と
く
は
是
也
」

と
、「
法
鼓
経
」
な
る
経
典
の
一
句
を
引
く
こ
と
で
裏
打
ち
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
法
鼓
経
」
に
つ
い
て
は
、『
安
楽
集
』
の
引
く
偽
経
『
法
句
経
』
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

7
）。
た
だ
し
、『
法
句
経
』

に
は
、「
火
車
自
然
去
、
蓮
台
即
来
迎
」
と
い
う
偈
文
自
体
は
存
在
せ
ず
、
直
接
の
出
典
は
不
明
の
よ
う
だ
。
だ
と
し
て
も
、
こ
の
「
火

車
自
然
去
、
蓮
台
即
来
迎
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
、
本
朝
に
お
い
て
、
な
か
ば
慣
用
句
的
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る（
8
）。
そ
れ
が
完
全
な
形
で
示
さ
れ
る
『
孝
養
集
』
を
見
て
お
き
た
い（

9
）。

亦
知
識
問
て
言
べ
し
。
何
事
か
見
え
さ
せ
給
ふ
や
と
。
又
病
者
も
あ
り
の
ま
ま
に
答
へ
よ
。
若
し
妄
念
の
由
を
云
ば
。
知
識
其
に

随
つ
て
教
化
せ
よ
。
又
魔
縁
の
由
を
云
ば
。
其
対
治
先
に
申
し
つ
る
が
如
し
。
又
歌
う
た
ふ
様
な
る
音
。
常
に
聞
ゆ
る
と
云
り
。

尚
尚
仏
を
念
じ
。
能
能
懺
悔
を
し
給
へ
。
其
則
地
獄
の
声
な
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
。
能
く
弥
陀
を
念
じ
給
は
ば
。
其
罪
は
遁
れ

給
ふ
べ
き
な
り
と
。
経
に
曰
。

　
　

若
作
五
逆
罪
。
得
聞
六
字
名
。
火
車
自
然
去
。
華
台
即
来
迎
文
。

文
の
意
は
。
若
し
五
逆
を
つ
く
る
と
い
へ
共
。
終
る
時
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云
六
字
を
聞
事
あ
ら
ば
。
地
獄
の
迎
へ
去
て
。
極
楽

の
迎
可
レ
来
と
云
り
。
既
に
六
字
の
名
を
聞
て
さ
へ
。
地
獄
の
迎
へ
去
て
。
極
楽
の
蓮
台
来
る
べ
し
と
云
り
。
況
ん
や
一
心
に
し

て
自
唱
ん
に
。
さ
り
共
と
こ
そ
覚
え
候
へ
な
ど
と
云
へ
。
亦
既
に
仏
を
奉
見
と
云
ば
。
弥
心
を
つ
よ
く
し
て
念
仏
を
申
し
給
へ
と

云
べ
し
。 

（
巻
下
・
二
九
頁
）
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た
と
え
「
五
逆
罪
」
を
な
し
た
と
し
て
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
「
六
字
」
を
唱
え
れ
ば
、「
火
車
」
は
去
り
、「
華
台
」
が
来
迎
す
る

と
い
う
そ
の
言
説
は
、
念
仏
の
功
徳
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し
、
今
、
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
火
車
」

の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
火
車
」
は
「
罪
」
と
結
び
つ
く
形
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
罪
」
と
は
「
五
逆
」
と
い
う
大

罪
な
の
で
あ
り
、
そ
の
大
罪
に
対
応
す
る
「
魔
縁
」
と
し
て
「
火
車
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
前
節
で
見
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
済
源
伝
で
は
、「
米
五
斗
」
の
借
用
と
い
う
さ
さ
い
な
罪
で
「
火
車
」
が
出
現
し
た
こ

と
に
対
し
て
、「
然
許
ノ
程
ノ
罪
ニ
依
テ
火
ノ
車
迎
ニ
来
ル
」
と
い
う
驚
き
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
「
何
ニ
況
ヤ
恣

ニ
寺
物
ヲ
犯
シ
仕
タ
ラ
ム
寺
ノ
別
当
ノ
罪
、
思
ヒ
可
遣
シ
」
と
い
う
評
言
に
は
、「
火
車
来
迎
」
以
上
の
「
罪
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の

か
と
い
う
恐
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
逆
説
的
に
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
来
的
に
は
、「
火
車
」
は
、「
五
逆
」
の
よ

う
な
重
い
罪
を
犯
し
た
者
の
前
に
の
み
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
、『
発
心
集
』
も
見
て
お
き
た
い
。

或
る
宮
腹
の
女
房
、
世
を
背
け
る
あ
り
け
り
、
病
ひ
を
う
け
て
限
り
な
り
け
る
時
、
善
知
識
に
、
あ
る
聖
を
呼
び
た
り
け
れ
ば
、

念
仏
す
す
む
る
程
に
、
此
の
人
、
色
ま
さ
を
に
な
り
て
、
恐
れ
た
る
け
し
き
な
り
。
あ
や
し
み
て
、「
い
か
な
る
事
の
、
目
に
見

え
給
ふ
ぞ
」
と
問
へ
ば
、「
恐
ろ
し
げ
な
る
者
ど
も
の
、
火
の
車
を
率
て
来
る
な
り
」
と
云
ふ
。
聖
の
云
ふ
や
う
、「
阿
弥
陀
仏
の

本
願
を
強
く
念
じ
て
、
名
号
を
お
こ
た
ら
ず
唱
へ
給
へ
。
五
逆
の
人
だ
に
、
善
知
識
に
あ
ひ
て
、
念
仏
十
度
申
し
つ
れ
ば
、
極
楽

に
生
る
。
況
や
、
さ
ほ
ど
の
罪
は
、
よ
も
作
り
給
は
じ
」
と
云
ふ
。
即
ち
、
此
の
教
へ
に
よ
り
て
、
声
を
あ
げ
て
唱
ふ
。
し
ば
し

あ
り
て
、
其
の
け
し
き
な
ほ
り
て
、
悦
べ
る
様
な
り
。 

（
巻
四
―
七
・
一
八
三
頁
）

　

こ
の
話
も
、
死
を
目
前
に
し
た
「
或
る
宮
腹
の
女
房
」
と
「
善
知
識
」
た
る
「
聖
」
の
問
答
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
今

昔
物
語
集
』『
宝
物
集
』
の
「
火
車
」
説
話
と
そ
の
骨
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目



― 19―

「火車」を見る者たち─平安・鎌倉期往生説話の〈死と救済〉─

す
べ
き
は
、「
火
の
車
」
を
見
た
と
い
う
女
房
に
対
し
て
聖
の
発
し
た
台
詞
、「
五
逆
の
人
だ
に
、
善
知
識
に
あ
ひ
て
、
念
仏
十
度
申
し

つ
れ
ば
、
極
楽
に
生
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、「
若
作
五
逆
罪
」
の
偈
文
と
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
女
房
の
犯
し
た
罪
は
、
具
体
的
に
は
語
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
聖
の
「
況
や
、
さ
ほ
ど
の
罪
は
、
よ
も
作
り
給

は
じ
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
到
底
「
五
逆
罪
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
大
罪
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
こ
で
聖
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
本
来
、
女
房
は
「
火
車
」
を
見
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
念
仏
の

力
で
そ
れ
を
退
け
る
こ
と
は
容
易
い
と
い
う
励
ま
し
な
の
で
あ
る
。
事
実
、『
発
心
集
』
の
「
火
車
」
は
、
こ
の
あ
と
、「
玉
の
か
ざ
り

し
た
る
め
で
た
き
車
」、そ
し
て
、「
墨
染
め
の
衣
着
た
る
僧
」
と
、「
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
へ
て
」
女
房
を
「
た
ば
か
り
け
る
」（
一
八
四

頁
）
こ
と
と
な
る
。「
さ
ほ
ど
の
罪
」
を
作
っ
て
い
な
い
女
房
の
見
た
「
火
車
」
は
、
あ
る
い
は
〈
死
〉
へ
の
恐
れ
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
、
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
偽
り
の

0

0

0

「
火
車
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
説
話
も
ま
た
、「
火

車
」
と
大
罪
の
結
び
つ
き
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
反
転
さ
せ
る
形
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
火
車
」
説
話
を
概
観
し
た
と
き
、「
五
逆
」
に
よ
っ
て
「
火
車
」
が
出
現
す
る
と
い
う
思
想
は
、
平
安
末
期
か
ら

鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
既
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
火
車
自
然
去
、
蓮
台
即
来
迎
」
と
い

う
偈
文
も
ま
た
、
そ
の
思
想
を
端
的
に
表
す
も
の
と
し
て
、「
火
車
」
説
話
の
発
展
と
と
も
に
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
展
開
に
は
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
根
底
に
は
、〈
死
〉
に
対
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
恐
れ
が
罪
の
意
識
と

結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
火
車
」
と
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
こ
に
は
た
し
か
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

三　
「
火
車
」
を
捉
え
る
視
線

　

前
節
で
見
た
『
宝
物
集
』
の
「
火
車
」
譚
に
は
、
以
下
の
文
が
つ
づ
い
て
い
る
。
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月
を
見
れ
ば
涼
し
く
、
日
に
あ
た
れ
ば
あ
た
ゝ
か
也
。
弓
を
と
れ
ば
物
の
射
た
く
、
筆
を
と
れ
ば
文
字
の
書
た
き
な
り
。
そ
れ
が

や
う
に
、
善
知
識
に
あ
へ
ば
善
を
修
し
、
悪
人
に
あ
へ
ば
悪
を
な
す
な
り
。 

（
三
一
三
頁
）

　
『
宝
物
集
』
の
当
該
話
は
、極
楽
往
生
の
た
め
の
十
二
門
中
、第
十
門（

10
）「
善
知
識
に
あ
ひ
て
仏
に
成
べ
し
」
に
位
置
す
る
。「
火
車
」

が
大
罪
と
結
び
つ
く
存
在
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
通
り
な
の
だ
が
、『
宝
物
集
』の
話
は
、か
と
い
っ
て
、そ
の「
罪
」

に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
話
は
、
あ
く
ま
で
「
善
知
識
の
教
へ
」
に
視
点
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
火
車
」
を

見
た
悪
人
に
焦
点
は
合
わ
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
宝
物
集
』
の
主
眼
は
、〈
死
〉
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し

く
〈
救
済
〉
の
ほ
う
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、『
孝
養
集
』
を
参
看
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明

確
な
も
の
と
な
る
。『
孝
養
集
』
巻
下
は
、
ま
さ
に
臨
終
行
儀
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
病
者
を
看
取
る
立
場
で
の
心
構
え
が
語
ら
れ

る
中
に
、「
火
車
」
の
偈
文
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
火
車
」
説
話
の
多
く
は
、
病
者
と
善
知
識
の
問
答
と
い
う
そ
の
内
容
に
明
ら
か
な
通
り
、
臨
終
行
儀
の
い
わ
ば
実

践
譚
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、そ
れ
ら
の
根
源
に
は
『
往
生
要
集
』
が
あ
る
の
だ
が
、『
往
生
要
集
』

の
中
に
、
既
に
、「
火
車
」
と
結
び
つ
く
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
の
如
く
病
者
の
気
色
を
瞻
て
、
そ
の
応
ず
る
所
に
随
順
し
、
た
だ
一
事
を
以
て
最
後
の
念
と
な
し
、
衆
多
な
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。
そ
の
詞
の
進
止
は
殊
に
意
を
用
ふ
べ
し
。
病
者
を
し
て
攀
縁
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
問
ふ
。
観
仏
三
昧
経
に
説
く
が

如
し
。仏

、阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
も
し
衆
生
あ
り
て
、父
を
殺
し
、母
を
殺
し
、六
親
を
罵
辱
せ
ん
。
こ
の
罪
を
作
り
し
者
は
、

命
終
の
時
、
銅
の
狗
、
口
を
張
り
て
十
八
の
車
に
化
す
。
状
、
金
車
の
如
し
。
宝
蓋
、
上
に
あ
り
て
、
一
切
の
火
焰
、
化
し
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て
玉
女
と
な
る
。
罪
人
、
遙
か
に
見
て
心
に
歓
喜
を
生
じ
、「
我
、
中
に
往
か
ん
と
欲
す
」
と
。
風
刀
の
解
く
る
時
、
寒
さ

急
し
く
し
て
、
声
を
失
し
、
む
し
ろ
好
き
火
を
得
て
、
車
の
上
に
あ
り
て
、
坐
し
て
燃
ゆ
る
火
に
自
ら
爆
ら
れ
ん
と
。
こ
の

念
を
作
し
已
り
て
即
便
ち
命
終
る
。
揮

の
間
に
し
て
、已
に
金
車
に
坐
す
。
玉
女
を
顧
り
瞻
れ
ば
、皆
鉄
の
斧
を
捉
り
て
、

そ
の
身
を
折
り
截
る
」
と
。 

（
四
五
頁
）

　

巻
中
・
大
文
第
六
末
尾
の
問
答
に
お
い
て
、
偽
り
の
「
蓮
華
の
来
迎
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
五
の
一
節

に
は
、「
火
車
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
な
い
も
の
の
、「
罪
人
」
を
迎
え
に
来
る
「
火
焰
」
を
ま
と
っ
た
「
車
」
の
さ
ま
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
罪
人
の
「
罪
」
が
「
父
を
殺
し
、
母
を
殺
し
、
六
親
を
罵
辱
」
す
る
と
い
う
大
罪
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
に
見
て
き
た
「
火
車
」
の
性
質
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
往
生
要
集
』
は
、こ
の
あ
と
、偽
り
の
「
蓮

華
」
を
見
抜
く
「
四
義
」
に
つ
い
て
述
べ
、「
看
病
の
人
は
、能
く
こ
の
相
を
了
り
、し
ば
し
ば
病
者
の
所
有
の
も
ろ
も
ろ
の
事
を
問
ひ
、

前
の
行
儀
に
依
り
て
、
種
々
に
教
化
せ
よ
」（
五
〇
頁
）
と
し
て
、
大
文
第
六
を
結
ぶ
。
つ
ま
り
、「
看
病
の
人
」
の
「
種
々
の
教
化
」

を
説
明
す
る
た
め
に
、「
火
車
」
の
例
は
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
右
の
く
だ
り
が
、
直
接
的
に
特
定
の
説
話
の
源
泉
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も（

11
）、『
往
生
要
集
』

か
ら
『
宝
物
集
』、
そ
し
て
『
発
心
集
』
へ
と
見
通
す
と
き
に
、「
火
車
」
説
話
が
、
臨
終
行
儀
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で
成
立
・
展
開

し
て
い
っ
た
こ
と
は
た
し
か
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
病
者
の
目
に
映
る
「
火
車
」
を
ど
う
や
っ
て
去
ら
せ
る
の
か
、そ
の
〈
救

済
〉
の
方
法
が
重
要
な
の
で
あ
り
、「
善
知
識
」
や
「
念
仏
」
の
重
要
性
を
説
く
た
め
に
、
大
罪
の
象
徴
で
あ
る
「
火
車
」
は
出
現
し

た
の
だ
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
見
取
り
図
の
中
に
『
今
昔
物
語
集
』
を
置
い
た
と
き
、
必
ず
し
も
そ
こ
に
整
然
と
は
収
ま
り

き
ら
な
い
、
主
題
の
ズ
レ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
先
に
挙
げ
た
悪
人
の
見
た
「
火
車
」
の
話
に
は
つ
づ
き
が
あ
る
。
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其
ノ
時
ニ
、
僧
涙
ヲ
流
シ
テ
悲
ビ
貴
ビ
テ
返
ニ
ケ
リ
。
此
レ
ヲ
見
聞
ク
人
、
不
貴
ズ
ト
云
フ
事
無
シ
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
仏
ノ
説

キ
給
フ
所
ニ
露
モ
不
違
ネ
バ
、
只
念
仏
ヲ
可
唱
キ
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

（
四
五
五
頁
）

　
「
念
仏
」
の
功
徳
を
説
い
て
結
ば
れ
る
点
に
お
い
て
、た
し
か
に
そ
れ
は
、他
の
「
火
車
」
説
話
と
共
通
す
る
も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、

し
か
し
、『
宝
物
集
』
と
同
源
の
話
を
用
い
な
が
ら
、『
今
昔
物
語
集
』
は
、「
善
知
識
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
此
レ
ヲ
見
聞
ク
人
」
と
、
第
三
者
の
視
点
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
臨
終
行
儀
を
土
台
と
し
て
「
火
車
」
が
語
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
、
病
者
と
そ
れ
を
看
取
る
者
と
の
一
対
一
の
関
係
性
の

中
に
立
ち
現
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の
「
火
車
」
は
、
巷
間
へ
と
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
知
識
た
る
「
僧
」
は
、
噂
の
情
報
源
と
し
て
定
位
さ
れ
、「
涙
ヲ
流
シ
テ
悲
ビ
貴
ビ
テ
返
」
っ
て
い
く
そ
の

姿
は
、「
不
貴
ズ
ト
云
フ
事
無
」
き
人
々
と
同
列
の
扱
い
に
ま
で
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「『
今
昔
』
撰
者
に
は
修
行
過
程
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
、（
中
略
）
往
生
に
至
る
過
程
で
生
じ
た
霊
験
の
、
事
件
と
し
て
の
不
可
思

議
さ
の
方
に
多
く
関
心
が
赴
く
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る（

12
）よ
う
に
、
こ
の
「
火
車
」
譚
も
、「
念
仏
」
と
い
う
簡
便
な
方
法
で
の
往

生
へ
の
関
心
は
あ
り
こ
そ
す
れ
、
そ
れ
を
臨
終
行
儀
の
中
に
位
置
づ
け
、「
善
知
識
」
の
重
要
性
を
説
く
こ
と
は
ま
っ
た
く
意
図
さ
れ

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
悪
人
が
「
火
車
」
を
見
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
往
生
で
き
た
と
い
う
、
そ
の
事
件
性
の
ほ
う
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
件
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
、
多
く
の
人
々
に
「
見
聞
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。〈
死
と
救
済
〉
と
い
う
問
題
が
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
市
井

の
人
々
に
と
っ
て
も
等
し
く
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
の
語
る
噂
の
世
界
こ
そ
が
現
実
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
火
車
」
は
、
死
に
ゆ
く
者
の
「
罪
」
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
看
取
る
者
の
視
線
の
中
で
生
み
出
さ
れ
、
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
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は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、そ
れ
が
現
実
的
な
存
在
感
を
得
る
た
め
に
は
、第
三
者
の
視
線
が
必
要
で
あ
っ
た
。『
今
昔
物
語
集
』
の
「
火

車
」
説
話
は
、
決
し
て
第
三
者
の
視
線
か
ら
「
火
車
」
を
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
第
三
者
の
「
見
聞
」
に
さ
ら
さ
れ
る
「
火
車
」

譚
の
行
方
を
末
尾
に
呈
示
し
、
臨
終
行
儀
と
い
う
枠
組
み
の
外
に
「
火
車
」
を
据
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
「
火
車
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
変
容
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

事
実
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、「
火
車
」
は
第
三
者
に
直
接
目
撃
さ
れ
る
存
在
と
な
る
。『
沙
石
集
』
を
見
て
お
き
た
い
。

あ
る
遁
世
門
の
僧
、
随
分
に
後
世
の
心
あ
り
て
、
念
仏
の
行
者
な
る
が
、
時
料
の
為
、
耕
作
な
ん
ど
せ
さ
す
る
事
、
さ
す
が
よ
し

な
く
罪
深
く
思
ひ
け
る
夜
の
夢
に
、あ
る
山
の
辺
に
火
車
あ
り
。
こ
れ
を
師
子
に
懸
く
。
獄
卒
、こ
れ
を
遣
る
。
炎
お
び
た
だ
し
。

見
る
に
怖
し
な
ん
ど
云
ふ
許
り
無
し
。
獄
卒
の
云
は
く
、「
こ
れ
敵
の
あ
る
を
責
む
べ
き
な
り
」
と
云
ひ
て
、
何
と
も
返
答
に
及

ば
ず
。
恐
れ
入
り
て
過
ぐ
。
そ
の
山
の
峯
に
、
若
き
僧
三
人
立
ち
て
云
は
く
、「
獄
卒
が
云
ひ
つ
る
事
は
御
房
聞
き
つ
る
か
」
と

宣
ふ
。「
承
り
候
ひ
つ
る
」
と
答
ふ
。「
あ
れ
は
、
耕
作
し
て
多
く
の
虫
を
殺
す
者
を
、
敵
と
し
て
戒
む
べ
き
者
な
り
」
と
て
、

　
　

極
楽
へ
参
ら
ん
事
を
悦
ば
で
な
に
歎
く
ら
む
穢
土
の
思
ひ
を

か
く
三
反
許
り
詠
じ
給
ふ
と
見
て
、
夢
覚
め
ぬ
。
さ
て
、
耕
作
な
ん
ど
思
ひ
留
ま
り
た
る
由
、
物
語
り
し
侍
り
き
。
地
蔵
の
御
方

便
に
や
。
忝
く
ぞ
覚
え
侍
る
。 

（
巻
二
・
九
八
頁
）

　

あ
る
僧
が
夢
の
中
で
「
火
車
」
を
見
る
の
だ
が
、
そ
の
「
火
車
」
が
向
か
う
先
は
、
僧
が
耕
作
を
さ
せ
て
い
る
者
た
ち
の
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
そ
の
「
罪
」
は
「
多
く
の
虫
を
殺
す
」
と
い
う
も
の
で
、「
五
逆
」
に
比
べ
れ
ば
、
軽
微
な
罪
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
僧
自
身
も
、
耕
作
を
「
よ
し
な
く
罪
深
」
い
こ
と
だ
と
自
覚
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
結
局
、
夢
か
ら
覚
め
た
の
ち
、
耕
作

を
「
思
ひ
留
ま
」
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
僧
の
「
罪
」
は
消
え
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
で
は
、
小
作
人
た
ち
の
「
罪
」
は
ど
う
な
っ
た
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の
か
。「
火
車
」
が
向
か
っ
た
の
は
僧
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
罪
」
の
源
は
僧
に
あ
り
、そ
の
僧
が
耕
作
を
と
ど
め
た
こ
と
で
、

小
作
人
た
ち
の
「
罪
」
も
滅
し
た
と
、
一
応
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
な
ぜ
、「
火
車
」
は
僧
を
直
接
迎
え
に
来
な
か
っ

た
の
か
。

　

こ
こ
に
は
、
た
し
か
に
〈
救
済
〉
は
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
地
蔵
の
御
方
便
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
通
り
、
極
楽
往
生

へ
と
直
接
的
に
繋
が
る
〈
救
済
〉
で
は
な
か
っ
た
。
僧
が
こ
れ
以
上
の
罪
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、「
若
き
僧
三
人
」
に
化
し
た
地
蔵
菩

薩
が
そ
れ
を
諭
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
世
に
お
け
る
〈
救
済
〉
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
火
車
」

が
向
か
っ
た
そ
の
先
の
描
写
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
火
車
」
は
、
あ
の
世
か
ら
こ
の
世
へ
と
は
み
出
し
て
く
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
第
一
節
で
確
認
し
た
。
し
か
し
、
初
期

の
説
話
で
は
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
あ
の
世
へ
と
引
き
返
す
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
病
者
の
看
取
り
と
い
う
密
室
か
ら
「
火
車
」
が

解
放
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
、
現
世
の
地
平
を
疾
走
す
る
も
の
と
し
て
、
第
三
者
に
目
撃
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
増
幅
す
る
の
は
、「
怖
し
な
ん
ど
云
ふ
許
り
無
し
」
と
い
う
恐
怖
の
念
の
み
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
最
も
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
例
と

し
て
、
最
後
に
、『
平
家
物
語
』
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

入
道
相
国
の
北
の
方
、
二
位
殿
の
夢
に
み
給
ひ
け
る
事
こ
そ
お
そ
ろ
し
け
れ
。
猛
火
の
お
び
た
た
し
く
も
え
た
る
車
を
、
門
の
内

へ
や
り
入
れ
た
り
。
前
後
に
立
ち
た
る
も
の
は
、
或
は
馬
の
面
の
や
う
な
る
も
の
も
あ
り
、
或
は
牛
の
面
の
や
う
な
る
も
の
も
あ

り
。
車
の
ま
へ
に
は
、
無
と
い
ふ
文
字
ば
か
り
ぞ
み
え
た
る
、
鉄
の
札
を
ぞ
立
て
た
り
け
る
。
二
位
殿
夢
の
心
に
、「
あ
れ
は
い

づ
く
よ
り
ぞ
」
と
御
た
づ
ね
あ
れ
ば
、「
閻
魔
の
庁
よ
り
、
平
家
太
政
入
道
殿
の
御
迎
に
参
ッ
て
候
」
と
申
す
。「
さ
て
其
札
は
何

と
い
ふ
札
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、「
南
閻
浮
提
金
銅
十
六
丈
の
盧
舎
那
仏
焼
き
ほ
ろ
ぼ
し
給
へ
る
罪
に
よ
ッ
て
、
無
間
の
底
に

堕
ち
給
ふ
べ
き
よ
し
閻
魔
の
庁
の
御
さ
だ
め
候
が
、
無
間
の
無
を
ば
書
か
れ
て
、
間
の
字
を
ば
い
ま
だ
書
か
れ
ぬ
な
り
」
と
ぞ
申
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し
け
る
。
二
位
殿
う
ち
お
ど
ろ
き
、
あ
せ
水
に
な
り
、
是
を
人
々
に
か
た
り
給
へ
ば
、
き
く
人
み
な
身
の
毛
よ
だ
ち
け
り
。

 

（
巻
六
・
四
四
九
頁
）

　

清
盛
の
死
の
直
前
、
妻
で
あ
る
二
位
殿
は
、「
猛
火
の
お
び
た
た
し
く
も
え
た
る
車
」
を
夢
に
見
る
。
そ
れ
が
、「
盧
舎
那
仏
焼
き
ほ

ろ
ぼ
し
給
へ
る
罪
」
と
い
う
大
罪
に
よ
っ
て
、
清
盛
を
「
無
間
の
底
」
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
「
火
車
」
か
ら
直
接
繋
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、〈
救
済
〉
は
描
か
れ
ず
、

語
ら
れ
る
の
は
、
ひ
た
す
ら
地
獄
に
対
す
る
恐
れ
の
み
で
あ
る
。「
あ
せ
水
に
な
」
っ
た
二
位
殿
の
姿
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
夢
は
さ

ら
に
他
者
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
き
く
人
み
な
身
の
毛
よ
だ
ち
け
り
」
と
、
恐
怖
の
み
が
共
有
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
〈
救
済
〉
す
る
術
を
持
た
な
い
第
三
者
の
視
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
火
車
」
は
、逃
れ
が
た
い
地
獄
の
迎
え
と
な
っ

た
。
こ
こ
か
ら
妖
怪
と
し
て
の
「
火
車
」
ま
で
の
距
離
は
、
そ
う
遠
く
な
い
。

お
わ
り
に

　

慈
円
の
『
拾
玉
集
』
に
、
次
の
よ
う
な
和
歌
が
あ
る
。

ひ
の
く
る
ま
け
ふ
は
わ
が
門
や
り
す
ぎ
て
あ
は
れ
い
づ
ち
か
め
ぐ
り
行
く
ら
む 

（
四
七
五
）

　
「
無
常
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
非
常
に
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
詠

ま
れ
て
い
る
「
ひ
の
く
る
ま
」
が
、
い
つ
誰
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
〈
死
〉
そ
の
も
の
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
重
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要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
罪
」
の
形
象
か
ら
も
解
き
放
た
れ
た
「
火
車
」
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、「
火
車
」
の
始
原
的
な
形
を
、『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
臨
終
行
儀
と
密
接
に
結
び

つ
き
な
が
ら
発
生
し
、
大
罪
の
象
徴
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
予
想
外
に
早
く
、
一
三
世
紀
に
は
、〈
救
済
〉
と
切
り
離

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、〈
死
〉
の
象
徴
と
し
て
屹
立
し
て
い
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
火
車
」
の
事
件
性
に
注
目
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の
「
火
車
」
説
話
に
は
、
以
降
の
〈
怪
異
〉
的
な
「
火
車
」
の
姿
が
先
見
的
に
示
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
「
火
車
」
に
は
、
い
か
に
〈
救
済
〉
さ
れ
る
か
と
い
う
人
々
の
切
実
な
願
い
と
、
そ
れ
を
阻
む
「
罪
」
へ
の
大
い
な
る
恐
れ
が
表
さ

れ
て
い
る
。
平
安
・
鎌
倉
期
の
「
火
車
」
説
話
は
、〈
死
と
救
済
〉
と
い
う
普
遍
的
な
問
題
を
、「
火
車
」
と
い
う
具
現
化
さ
れ
た
存
在

を
い
か
に
し
て
滅
す
る
か
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
形
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、広
く
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、そ
の
「
見
聞
」

の
現
場
に
お
い
て
こ
そ
、「
火
車
」
の
〈
怪
異
〉
性
は
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
捉
え
た
い
。

注（
1
） 

村
上
健
司
編
『
妖
怪
事
典
』（
毎
日
新
聞
社　

二
〇
〇
〇
年
）「
火
車
」
の
項

（
2
） 

本
稿
で
は
、
近
世
ま
で
の
変
遷
を
追
う
こ
と
は
し
な
い
が
、「
火
車
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
通
史
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
次
の
論
文
が

参
考
に
な
る
。

 

　

勝
田
至
「
火
車
の
誕
生
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
四
集　

二
〇
一
二
年
三
月
）

（
3
） 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
模
本
『
地
獄
草
紙
』
に
は
、鬼
た
ち
の
引
く
車
に
罪
人
達
が
乗
せ
ら
れ
、火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

ま
た
こ
の
地
獄
の
罪
人
を
猛
火
熾
燃
な
る
鉄
車
に
の
せ
て
、
鬼
お
ほ
く
前
後
ニ
囲
遶
し
て
、
城
の
ほ
か
に
め
ぐ
り
あ
り
く
こ
と
あ
り
、
罪
人
身

分
や
け
と
ほ
り
て
、
死
生
い
く
か
へ
り
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
ず
。

（
4
） 

「
安
良
」
が
「
火
車
」
に
引
か
れ
て
い
く
場
面
を
描
い
た
も
の
が
、
兵
庫
・
極
楽
寺
所
蔵
「
六
道
絵
」
に
あ
り
、「
わ
が
国
中
世
に
広
く
流
布
し
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た
図
像
で
あ
っ
た
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
加
須
屋
誠
『
生
老
病
死
の
図
像
学

│
仏
教
説
話
画
を
読
む
』
筑
摩
選
書　

二
〇
一
二
年
）。
図

像
化
さ
れ
る
前
段
階
と
し
て
、
こ
の
説
話
自
体
が
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

（
5
） 
青
山
克
彌
氏
は
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
「
火
車
」
説
話
を
、
そ
の
「
成
長
過
程
」
に
よ
っ
て
五
つ
の
段
階
に
分
類
し
て
い
る
が
、
当
該
話
は
、「
病

者
が
地
獄
の
火
を
見
る
、と
い
う
ご
く
素
朴
な
か
た
ち
」
と
し
て
、第
一
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（「
火
車
来
迎
説
話
の
形
成

│
『
発
心
集
』

巻
四

―
四
十
四
話
を
中
心
に

│
」（『
鴨
長
明
の
説
話
世
界
』
桜
楓
社　

一
九
八
四
年
））。
ま
た
、
前
掲
注
（
2
）
勝
田
論
文
に
お
い
て
も
、

本
朝
の
「
火
車
」
説
話
の
最
初
に
、
こ
の
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
） 

前
掲
注
（
5
）
青
山
論
文
。

（
7
） 

荒
木
浩
「
宝
物
集
撰
述
資
料
雑
考

│
「
法
鼓
経
」
を
め
ぐ
っ
て

│
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）』
第
三
八
号　

一
九
八
九
年
二
月
）

（
8
） 

時
代
は
下
る
が
、
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
巻
五
）
や
、
了
慧
編
『
拾
遺
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
巻
下
）
に
も
、
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
9
） 

こ
の
偈
文
を
め
ぐ
る
『
宝
物
集
』
と
『
孝
養
集
』
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
7
）
荒
木
論
文
参
照
。

（
10
） 

テ
キ
ス
ト
が
底
本
と
す
る
吉
川
泰
雄
氏
蔵
本
に
従
う
が
、
多
く
の
伝
本
は
、
こ
れ
を
第
九
門
と
す
る
。

（
11
） 

青
山
克
彌
氏
は
、『
発
心
集
』
の
「
火
車
」
説
話
に
つ
い
て
、「『
観
仏
三
昧
経
』
の
当
該
箇
所
に
依
拠
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
説
話
」
で
あ
り
、

「
本
話
の
モ
チ
ー
フ
が
源
信
流
の
臨
終
行
儀
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
『
往
生
要
集
』
を
出
典
と
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
注

（
5
）
論
文
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
山
田
昭
全
氏
の
批
判
が
あ
り
、「
む
し
ろ
長
明
の
大
原
時
代
の
見
聞
に
も
と
ず
く
説
話
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推

測
さ
れ
て
い
る
（「『
発
心
集
』
雑
考
」（
大
正
大
学
国
文
学
会
編
『
文
学
と
仏
教
〈
第
一
集
〉
迷
い
と
悟
り
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
〇
年
））。

（
12
） 

池
上
洵
一
「
説
話
の
選
択

│
『
法
華
験
記
』
の
受
容

│
」（『
今
昔
物
語
集
の
研
究
』（
池
上
洵
一
著
作
集
・
第
一
巻
）
和
泉
書
院　

二
〇
〇
一
年
）

※
本
文
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
。
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
漢
文
資
料
に
は
、
私
に
返
り
点
・
句
読
点
を
施
し
、
書
き
下
し

文
の
あ
る
も
の
は
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
。

・『
今
昔
物
語
集
』『
宝
物
集
』
…
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

・『
更
級
日
記
』『
平
家
物
語
』『
沙
石
集
』
…
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）

・『
発
心
集
』
…
…
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
新
潮
社
）
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・『
日
本
往
生
極
楽
記
』
…
…
日
本
思
想
大
系
新
装
版
（
岩
波
書
店
）

・『
往
生
要
集
』
…
…
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
）

・『
観
仏
三
昧
海
経
』『
大
智
度
論
』『
三
宝
感
応
要
略
録
』
…
…
大
正
新
修
大
蔵
経
（
大
蔵
出
版
）

・『
孝
養
集
』
…
…
大
日
本
仏
教
全
書
（
講
談
社
）

・『
拾
玉
集
』
…
…
新
編
国
歌
大
観
（
角
川
学
芸
出
版
）
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Those Who See Kasha (Fire Chariot): 

Death and Salvation in the Buddhist Setsuwa on Pass-

ing into the Next Life in the Heian and Kamakura Peri-

ods.

FUJII Yukiko

Abstract　This paper examines concepts of death and salvation in the Heian and 

Kamakura periods by considering the reasons why Kasha appeared in the Setsuwa 

literature on passing into the next life.  First, I point out that Kasha was connected 

with sin by comparing the biography of Saigen in Konjyaku monogatari shu with a 

different version of it contained in Nihon ojyo gokuraku ki.  Furthermore, the sin 

turned out to be a serious one, equivalent to Gogyaku (the five Buddhist deadly sins) 

through a comparison of Kasha stories on a sinners death in Konjyaku monogatari shu 

and Hobutsu shu. Kasha tales in Hobutsu shu and Hosshin shu, whose source was Ojyo 

yo shu, were formed under the strong influence of Rinju Gyogi (Ars Moriendi).  In 

contrast, an episode of Kasha in Konjyaku monogatari shu focuses a dramatic aspect 

of the story.  It adumbrated the strangeness of Kasha which would become Yokai, 

depicting its figure exposed to the eyes of the third party.

Keywords:  Kasha, peaceful death as salvation, eyes of the third party.


